
 
 

農産物残留農薬試験検査結果 
―平成25年度～平成30年度― 

 

○立原幹子，海老根佐智子，山形明広 1)，石井崇司 2)， 

小島健一 3)，吉田彩美 4)，柳岡知子 5)，青木和子 
1) 現:水質管理センター，2) 現:古河保健所，3) 現:県立中央病院，4) 現:霞ヶ浦環境科学センター，5) 現:薬務課 

要旨 
 

平成 25 年度から平成 30 年度までの 6 年間に当研究所で行った農産物中の残留農薬の検査結果

を集計した。 

総検体数 420 検体における残留農薬の検出率は 18%であり，県外産品と輸入品で大きな差はな

かった。検出率が 50％以上（5 検体以上検査したもの）となったのは，ほうれん草及びきゅうり

であった。これらは，同じ農産物から複数の農薬を検出した割合（農産物ごとに 2 種類以上の農

薬を検出した件数／検出検体数×100）も 50％程度となった。検出頻度が高い農薬は，ネオニコチ

ノイド系の農薬であった。検出された農薬の検出値は，基準値の 10％以下となったものが全体の

93%を占めており，県内に流通している農産物の残留基準が遵守されていることがわかった。基

準値を超過した検体はなかった。 

 

キーワード：残留農薬，残留基準，妥当性，農産物，ネオニコチノイド系 

はじめに 
 茨城県では，食品衛生法に基づき策定される

茨城県食品衛生監視指導計画に従い，種々の食

品衛生試験を実施している。このうち残留農薬

検査は，当研究所では，県内に流通する県外産

農産物及び輸入農産物を対象に，157 農薬につ

いて，毎年度 70 検体程度の試験検査を実施し

ている。 

 平成 20 年度から平成 24 年度の試験検査結

果は既報 1)で報告したとおりである。今回，平

成 25 年度から平成 30 年度までの 6 年間の試

験検査結果をとりまとめたので報告する。 

 
実験方法 
1 試料 
 平成 25 年度から平成 30 年度にかけて県内 5

保健所の監視指導課が収去した以下の農産物

を対象とした。 

① 県内流通の県外産農産物 

② 県内流通の輸入農産物 
なお，水煮，ブランチングされた冷凍食品等

も検査の対象としている。 

 

2 検査対象農薬 
 有機リン系，ピレスロイド系，有機塩素系，

含窒素系及びその他の農薬，計 157 農薬（GC/ 

MS：129 農薬，LC-MS/MS：28 農薬）（表 1）

を測定した。なお，検査対象農薬は，当該農産

物ごとの妥当性評価試験で基準を満たした農

薬とした。 

 農薬の標準品には林純薬工業（株）製の農薬

混合標準液（PL2005 農薬 GC/MS MixⅠ～Ⅲ）

を用いた。 
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EPN ｼﾞｸﾛﾗﾝ ﾋﾟﾘﾌｪﾉｯｸｽ（Ｅ，Ｚ） ﾎﾚｰﾄ 

ｱｻﾞｺﾅｿﾞｰﾙ ｼﾞﾁｵﾋﾟﾙ ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞ ﾏﾗﾁｵﾝ(ﾏﾗｿﾝ)
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ｱﾗｸﾛｰﾙ ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ ﾒﾀｸﾘﾎｽ 

ｲｻｿﾞﾎｽ ｼﾌﾙﾄﾘﾝ ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ

ｲｿｶﾙﾎﾞﾎｽ ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ ﾌｪﾅﾐﾎｽ ﾒﾋﾞﾝﾎｽ

ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ ﾌｪﾅﾘﾓﾙ ﾓﾉｸﾛﾄﾎｽ

ｳﾆｺﾅｿﾞｰﾙP ｼﾞﾒﾁﾋﾟﾝ ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ ﾓﾘﾈｰﾄ

ｴﾀﾙﾌﾙﾗﾘﾝ ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ ﾌｪﾝｸﾛﾙﾎｽ ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 

ｴﾁｵﾝ ｽﾙﾌﾟﾛﾎｽ ﾌｪﾝｽﾙﾎﾁｵﾝ ｱﾆﾛﾎｽ

ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ ｱﾊﾞﾒｸﾁﾝ

ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ ｲｿｷｻﾌﾙﾄｰﾙ

ｴﾄﾘﾑﾎｽ ﾁｵﾒﾄﾝ ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ ｲﾌﾟﾛﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞ

ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ(α，β） ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ ﾌｻﾗｲﾄﾞ ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ

ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ ﾃｸﾅｾﾞﾝ ﾌﾞﾀﾐﾎｽ ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ

ｵｷｼﾌﾙｵﾙﾌｪﾝ ﾃﾄﾗｸﾛﾙﾋﾞﾝﾎｽ ﾌﾞﾋﾟﾘﾒｰﾄ ｵｷｼｶﾙﾎﾞｷｼﾝ

ｵﾒﾄｴｰﾄ ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ ｵﾘｻﾞﾘﾝ

ｶｽﾞｻﾎｽ ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ ﾌﾙｱｸﾘﾋﾟﾘﾑ ｸﾛｷﾝﾄｾｯﾄﾒｷｼﾙ

ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ ﾃﾞﾒﾄﾝ-Sﾒﾁﾙ ﾌﾙｷﾝｺﾅｿﾞｰﾙ ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ

ｶﾙﾎﾞﾌｪﾉﾁｵﾝ ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ

ｷﾅﾙﾎｽ ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ

ｷﾉｷｼﾌｪﾝ ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ ｸﾛﾘﾀﾞｿﾞﾝ

ｷﾉｸﾗﾐﾝ ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ

ｷﾝﾄｾﾞﾝ ﾄﾘｱﾚｰﾄ ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ

ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ ﾄﾘﾌﾞﾎｽ ﾌﾟﾛﾊﾟﾎｽ ｼﾞﾒﾁﾘﾓｰﾙ

ｸﾛﾙﾀｰﾙｼﾞﾒﾁﾙ ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ ﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ

ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ ﾆﾄﾛﾀｰﾙｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ﾌﾞﾛﾓﾎｽ ﾅﾌﾟﾛｱﾆﾘﾄﾞ

ｸﾛﾙﾌｪﾝｿﾝ ﾊﾟﾗﾁｵﾝ ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ ﾋﾟﾘﾌﾀﾘﾄﾞ
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ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ ﾊﾙﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ ﾌｪﾝﾒﾃﾞｨﾌｧﾑ
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ｼｱﾅｼﾞﾝ ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ ﾎｻﾛﾝ ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ

ｼｱﾉﾌｪﾝﾎｽ ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ  ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ
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ｼﾞｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ ﾎﾉﾎｽ 

ｼﾞｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ ﾎﾙﾓﾁｵﾝ 

表 1 検査対象農薬（157 農薬） 

上記の中から当該農産物ごとの妥当性評価試験で基準を満たした農薬 
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3 分析装置 
（1）GC-MS（（株）島津製作所製） 

QP-2010 plus  

（2）GC-MS/MS(Thermo Fisher Scientific 社製)＊ 

GC:TRACE GC，MS/MS:TQS Quantum 

  ＊GC-MS/MS は検出した農薬の確認に使 

用 

（3）LC-MS/MS（Waters 社製） 

LC：Alliance2695，MS/MS：Quattro Premier 

XE 

 

4 試験法 
 厚生労働省通知「GC/MS による農薬等の一

斉分析法（農産物）」及び「LC/MS による農薬

等の一斉分析法Ⅰ（農産物）」2)に準拠して検査

を実施した。 

 
5 定量下限 
 エンドスルファン，クロルフェンビンホスは

0.02ppm，それ以外の農薬は 0.01ppm を定量下

限とし，定量下限値未満は不検出とした。 

 

検査結果及び考察 

1 検査検体数 
平成 25 年度から平成 30 年度までに検査し

た農産物は 18 種，計 420 検体（県外産：11 種

120 検体，輸入：16 種 300 検体）であった。検

査した農産物及び検査検体数を表 2 に示す。検

査検体数が多かったのは，ブロッコリー，ピー

マン（パプリカ含む），にんじんと続いた。 

 

2 検出状況 
2.1 概要 

検査した 420 検体中，農薬の検出があった検

体は 77 検体（県外産 23 検体，輸入 54 検体）

で，検出率は 18％（県外産 19％，輸入 18％）

であった。県外産と輸入の検出率に大きな差は

なかった。農薬の検出状況を表 3 に示す。 

 

表 2 検査検体数 

（H25 年度～H30 年度） 

 

表 3 農薬の検出状況 

（H25 年度～H30 年度） 

 

2.2 農産物別検出状況 
 農産物別に検出検体数及び検出率をまとめ

たものを表 4 に示す。 

 検出率が 50％以上の農産物（5 検体以上検査

したもの）は，ほうれん草 52％，きゅうり 50％

の 2 農産物であった。前回，既報 1)で報告した

際に検出率が 50％を超えていたパプリカ，か

ぼちゃ及びレタスは，今回の調査でも農産物別

の結果において高い検出率であったが，50％未

満に留まった。 

 

 

農産物 県外産 輸入 計

ブロッコリー 1 48 49

ピーマン(パプリカ含む) 1 40 41
にんじん 24 16 40
たけのこ 0 30 30

トマト 12 18 30
アスパラガス 1 28 29

かぼちゃ 0 29 29
キャベツ 28 0 28
ダイコン 26 2 28

未成熟インゲン 0 27 27
ほうれん草 0 23 23

さといも 0 19 19
レタス 14 1 15

カリフラワー 0 12 12
きゅうり 8 0 8

ばれいしょ 3 2 5
未成熟エンドウ 0 4 4

とうもろこし 2 1 3

合計 120 300 420

検出
検体数

検査
検体数

検出率(％)

県外産 23 120 19

輸入 54 300 18

合計 77 420 18
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表 4 農産物別検出状況 

（H25 年度～H30 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 農薬別検出状況 
 農薬別に延べ検出数及び検出があった農産

物をまとめたものを表 5 に示す。 

 検出された農薬は 24 種，延べ検出数は 103 

件であった。検査した 420 検体中，検出頻度が

高い農薬は，イミダクロプリド（27 検体），ク

ロチアニジン（12 検体），チアメトキサム（11

検体）といったネオニコチノイド系等であった。

これらは，厚生労働省が公表している，全国の

地方公共団体等が監視指導計画等に従って実

施する検査結果の中でも検出事例が多く報告

されている農薬 3)であった。また，当研究所の

検査において複数の農産物から検出されてい

ることから，幅広く農産物に使用されているこ 

とが推察される。既報 1)でも同様にネオニコチ 

ノイド系の農薬が高頻度に検出されたことを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5 農薬別検出状況 

（H25 年度～H30 年度） 

農産物 検出検体数 検査検体数 検出率 (％)

ブロッコリー 4 49 8

ピーマン(パプリカ含む) 17 41 41
にんじん 3 40 8
たけのこ 1 30 3

トマト 3 30 10
アスパラガス 1 29 3

かぼちゃ 13 29 45
キャベツ 5 28 18
ダイコン 2 28 7

未成熟インゲン 2 27 7
ほうれん草 12 23 52

さといも 1 19 5
レタス 7 15 47

カリフラワー 0 12 0
きゅうり 4 8 50

ばれいしょ 0 5 0
未成熟エンドウ 2 4 50

とうもろこし 0 3 0

合計 77 420 18

農薬名
延べ

検出数
分類

イミダクロプリド 27 ネオニコチノイド系

クロチアニジン 12 ネオニコチノイド系 パプリカ（5），ほうれん草（5），レタス（2）

チアメトキサム 11 ネオニコチノイド系

ミクロブタニル 6 ステロール生合成阻害剤 かぼちゃ（5），トマト（1）
クロルフェナピル 5 合成殺虫剤 トマト（1），パプリカ（4）
ピリダベン 5 殺ダニ剤 パプリカ（5）
インドキサカルブ 4 合成殺虫剤 パプリカ（4）
クレソキシムメチル 4 ストロビルリン系 パプリカ（4）
プロシミドン 4 ジカルボキシイミド系 キャベツ（2），きゅうり（2）
ペルメトリン 3 ピレスロイド系 ブロッコリー（3）
ホスチアゼート 3 殺線虫剤 ダイコン（1），きゅうり（1），にんじん（1）
アゾキシストロビン 3 ストロビルリン系 きゅうり（1），ほうれん草（2）
オメトエート 2 殺ダニ剤 未成熟エンドウ（2）
クロルピリホス 2 有機リン系 未成熟インゲン（1），アスパラガス（1）
トルクロホスメチル 2 ピレスロイド系 キャベツ（2）
フェンバレレート 2 ピレスロイド系 レタス（2）
シペルメトリン 1 ピレスロイド系 ダイコン（1）
チアクロプリド 1 ネオニコチノイド系 パプリカ（1）
チアベンダゾール 1 イミダゾール系 にんじん（1）
トリフルラリン 1 除草剤 にんじん（1）
フェニトロチオン 1 有機リン系 たけのこ（1）
ブプロフェジン 1 昆虫成長制御剤 トマト（1）
ペンコナゾール 1 トリアゾール系 パプリカ（1）
ホスメット 1 有機リン系 にんじん（1）

かぼちゃ（11），キャベツ（1），きゅうり（1），パプリカ
（2），ほうれん草（9），未成熟インゲン（1），レタス（2）

農産物

かぼちゃ（2），きゅうり（1），さといも（1），パプリカ（2），
ブロッコリー（1），ほうれん草（1），レタス（3）
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報告している。 

 同じ農産物から複数の農薬を検出した割合 

（農産物ごとに 2 種類以上の農薬を検出した

件数／検出検体数×100）が高かったのは，に

んじん（67％），きゅうり（50％），ほうれん草

（42％）であった。最も多くの種類が検出され

たのはパプリカで，4 種類が検出された。結果 

を表 6 に示す。 

 検出された農薬の検出値は，基準値の 0.1～

35％であった。35％となったのは，たけのこの

フェニトロチオンで，基準値 0.2ppm に対し

0.07ppm を検出した。基準値の 10%以下の検出

値が全体の 93％を占めており，国内産農産物

だけでなく，輸入農産物でも日本の残留基準が

遵守されている結果となった。 
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まとめ 
 平成 25 年度から平成 30 年度までの 6 年間 

の検査結果をとりまとめた。検出率は 18%であ

り，県外産と輸入で大きな差はなかった。 

 検出率が 50％以上（5 検体以上検査したも

の）の農産物は，ほうれん草（52％）及びきゅ

うり（50％）の 2 農産物であった。これらは，

同じ農産物から複数の農薬を検出した割合も

それぞれ 42％，50％と高い値であった。検出頻

度が高い農薬は，イミダクロプリド，クロチア

ニジン，チアメトキサム等で，既報 1)で報告し

た結果と同様であり，引き続きネオニコチノイ

ド系の農薬が幅広く農産物に使用されている

ことが推察された。検出された農薬の検出値は，

基準値の 10％以下となったものが全体の 93%

を占めており，県内に流通している農産物の残

留基準が遵守されていることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医薬品の成分である物質の試験法について」平

成 17 年 1 月 24 日 食安発第 0124001 号 

3 厚生労働省 HP 平成 27 年度食品中の残留

農薬等検査結果 

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-

11130500-Shokuhinanzenbu/0000194453.pdf 

 

 

 

農産物
2農薬検出

検体数
3農薬検出

検体数
4農薬検出

検体数
検出

検体数
検出率
（％）

パプリカ 4 2 1 17 41

かぼちゃ 5 0 0 13 38
ほうれん草 5 0 0 12 42
レタス 2 0 0 7 29
きゅうり 2 0 0 4 50
にんじん 2 0 0 3 67

表 6 複数種類の検出状況 

（H25 年度～H30 年度） 
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